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Concept & Plan
For Traveling to the Future

※次の 10 年、「みらいを旅する」ための富良野市のコンセプトとプランが「総合計画」です。
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富良野らしいユニークさが
あること

「つながり」のアップデート

「ひと」が中心であること

未来は創るもの・構造変化に
対応する新スタイルへの移行
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人口減少をチャンスととらえる

「柔軟性」 × 「スピード」

「チャレンジ」を応援する

「真剣さ」×「遊び心」による創造性

主役は誰か？

「未来づくり人材」が育つ環境とは？

01

02

目の前の事象だけでなく、様々な要素のつながりを俯瞰 (ふかん ) し、好循環を生み出す

未来を創るために、越境し、ボーダレスにつながる

先人たちの知恵・歩みをアップグレード

真の協働とは？

03

美しい風景・自然を 100 年後の未来に

04

地球の住人として富良野がリードできること
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まちづくりスローガン
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「美しい」のその先へ。
WA! がまち、ふらの



まちづくりスローガン まちづくりメッセージ

「美しい」のその先へ。
WA! がまちふらの

富良野には、「美しい」がいっぱいある。
 

美しい「自然」、美しい「こころ」、美しい「くらし」…。
 

１００年後にも残したい
富良野にしかない「美しさ」。

 
もっとみがける。もっともっと創造できる。

まだ見ぬ「美しさ」。
 

ひとりが輝く。
つながることでさらに輝く。
輪になることで輝きつづける。

輪がひろがっていくことで、
予想もできない「わっ！」が起こるかも。

 
そんなふらのに住みつづけたい。
そんなフラノとつながってみたい。
そんな Furano を感じたい。

 
「美しい」のその先をみんなで見にいこう。



輝く。
一人ひとり、違っていい。
あらゆるひとが、輝きを増すよう
に支援・応援し合う。

つながり
合う。

枠を越えてつながり合うことで
新しい輝きがうまれる。

創る。 新たな付加価値を創造する。
新しいしごとを創り出す。 まわす。

地域を越えて
「ひと・カネ・価値」の循環を
創り出す。

想う。 現在、過去、未来。それぞれの地域。
富良野が持つ魅力を大切に想う。

みがき
合う。

大切にしてきたものをみがき
合い、新たなスタイルを創造
する。

感じる。
恵まれた自然から受ける恩恵を
感じる。小さな環境の変化を見逃
さない。

つなげる。 豊かな自然環境を未来へつなげ
る。新しい価値へとつなげる。

共創
複雑な課題に対しあらゆる枠を
越えて「共創」することで新たな
一歩目を創り出す。

デジタル 持続可能なまちづくりに向けて、
「データ」や「テクノロジー」の
利活用を推進する。
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1. 市民一人ひとりが幸福を実感するまち
▼めざす状態（10 年後）

「こころの豊かさ・美しさ」に焦点を当てた幸福度調査が定
期的に行われ、様々な施策や取り組みが、市民の幸福度につ
ながっている。

2. 富良野ならではの子育て環境づくり
▼めざす状態（10 年後）

ライフステージごとに切れ目なく、地域全体で安心して子
育てする環境があり、保護者の満足度が高い。

3. 郷土愛につながる富良野でしかできない『体験』の推進
▼めざす状態（10 年後）

子どもから大人まで世代を問わず、「五感」で感じ、「心」に刻
まれる富良野でしかできない「体験」をする機会がある。
体験を通して、富良野を想う気持ちやアイディアがまちづくり
に活かされたり、市外の方との交流が生まれたり、多様なつな
がりがある。市外に進学や就職したとしても、富良野を大切に
想い、継続的なつながりがある。

4. いつまでも健康で自立できる心と体づくり
▼めざす状態（10 年後）

市民が主体的な健康習慣を持ち、自立した生活をおくるこ
とができる。

5. 富良野につながっている人が増える仕組みづくり
▼めざす状態（10 年後）

富良野に住んでいなくても地域に多様に関わっている、関
わりたいと思う人（＝関係人口）が増えている。
関係人口の人たちがまちづくりに実際に関われる仕組みが
機能している。

輝く。つながり合う。
ひとの WA!

想う。みがき合う。
まちの WA!

1. マッチングを通じて新たな価値を創造する
▼めざす状態（10 年後）

人・情報・もの・カネ・場所などが繋ぎ合わされ（＝マッ
チング）、「ひと・しごと・まち・自然の WA!」が大きくなっ
ている。マッチングにより、個人や地域の課題解決や、新
たな価値が創造されている。
富良野のブランド力が高まり、価値が広く認知されている。

感じる。つなげる。
自然の WA!

1. 豊かな自然環境を 100 年後につなぐ
▼めざす状態（10 年後）

住む人も訪れる人も、 自然から豊かな恩恵を受けている。
自然との共生を前提としたさまざまな取り組みに磨きがか
かり、富良野から発信している。

共創：アイディアが生み出されカタチになる仕組みづくり
▼めざす状態（10 年後）

アイディアが生み出され、「まちづくり」や「ひとの成長」につながっ
ていく機会が継続的にある。
創造的なアイディアが生まれやすい環境があり、様々な人が集まっ
ている。

デジタル：デジタル利活用による行政サービスの向上
▼めざす状態（10 年後）

産業構造や社会経済が大きく変革する時代の転換期を乗り越えて、
住民の誰もが目的に応じてデジタル化の恩恵を受け、幸せに暮ら
すことができる。富良野ならではのスマートシティに向けた取り
組みがある。

原資：未来への原資を生み出し続ける
▼めざす状態（10 年後）

多様なつながり・チカラを結集させ、未来への原資を独自に生み
出し続けている。

共創 × デジタル

1. 新たなチャレンジを応援する
▼めざす状態（10 年後）

新たに就農や起業したいと思う人への応援が、富良野の活
力につながっている。新たな挑戦をする人が集まり、増え
ることで、次なる挑戦者が増えていく。

2. 地域内産業の付加価値を高め、稼ぐ力を強化する
▼めざす状態（10 年後）

地域内産業（農業・観光・商工など）の付加価値が高まり、
市民の所得が向上している。

創る。まわす。
しごとの WA!
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総合計画推進事業
（指標調査分析業務委託）

幸福度調査の仕組み構築及び調査の実施と結果分析を行う。 新規
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重点施策に関連するSDGs
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2

3

4

5

1

2

1

1

1

1

1

富良野ならではの子育て環境づくり

郷土愛につながる富良野でしかできない
「体験」の推進

いつもでも健康で自立できる心と体づくり

富良野につながっている人が増える
仕組みづくり

新たなチャレンジを応援する

地域内産業の付加価値を高め、稼ぐ力を
強化する

マッチングを通じて新たな価値を創造する

豊かな自然環境を100年後につなぐ

アイディアが生み出されカタチになる
仕組みづくり

デジタル利活用による行政サービスの向上

未来への原資を生み出し続ける

輝く。
つながり合う。
ひとのWA!

創る。
まわす。

しごとのWA!

想う。
みがき合う。
まちのWA!

感じる。
つなげる。
自然のWA!

基本
アプローチ
「共創」

基本
アプローチ
「デジタル」

「原資」

基本
構想

基本計画

重点施策

基本施策



重点施策名コンセプト

重点施策に関連するSDGs

市民ひとりひとりが幸福を実感するまち1

2

3

4

5

1

2

1

1

1

1

1

富良野ならではの子育て環境づくり

郷土愛につながる富良野でしかできない
「体験」の推進

いつもでも健康で自立できる心と体づくり

富良野につながっている人が増える
仕組みづくり

新たなチャレンジを応援する

地域内産業の付加価値を高め、稼ぐ力を
強化する

マッチングを通じて新たな価値を創造する

豊かな自然環境を100年後につなぐ

アイディアが生み出されカタチになる
仕組みづくり

デジタル利活用による行政サービスの向上

未来への原資を生み出し続ける

輝く。
つながり合う。
ひとのWA!

創る。
まわす。

しごとのWA!

想う。
みがき合う。
まちのWA!

感じる。
つなげる。
自然のWA!

基本
アプローチ
「共創」

基本
アプローチ
「デジタル」

「原資」

基本
構想

基本計画

重点施策

基本施策



雇用・労働　　　 P94

ワイン　　　　　P93

観光　　　　　   P92

商工業　　　　   P91

林業　　　　　   P90

農業　　　　　   P89

関係人口　　　   P87

移住・定住　　　 P86

スポーツ　　　　P85

文化・芸術　　　 P84

多文化共生　　　P83

男女共同参画　　P82

人権尊重　　　　P81

障がい者福祉　　P80

高齢者福祉　　　P79

社会福祉　　　　P78

地域医療　　　　P77

健康　　　　　　P76

文化財保護　　　P75

生涯教育　　　　P74

家庭教育　　　　P73

特別支援教育　　P72

高校教育　　　　P71

小中学校教育　　P70

子育て　　　　　P69

1

5

4

3

2

1

1

1

2

1

3

2

1

3

2

1

2

1

3

2

1

3

2

1

11

1

2

2

3

4

5

6

7

8

9

輝く。
つながり合う。
ひとのWA!

創る。
まわす。

しごとのWA!

分 野 施 策主軸

子育て

学校教育

社会教育

健康・医療

福祉

共生

文化・スポーツ

移住・定住

関係人口

産業

雇用・労働

景観保全　　　　　　P118

ごみ減量・再資源化　  P117

地球温暖化・環境保全 P116

財政運営　　　　　　P114

行政運営　　　　　　P113

市民相談・消費生活     P112

防犯　　　　　　　　 P111

交通安全　　　　　　P110

地域コミュニティ　　  P109

防災・減災　　　　　  P108

消防・救急　　　　　  P107

情報ネットワーク　　  P106

地域公共交通　　　　P105

空家　　　　　　　　P104

住宅　　　　　　　　P103

地籍調査　　　　　　P102

中心市街地　　　　　P101

都市計画　　　　　　P100

上下水道　　　　　　  P99

公園　　　　　　　　  P98

河川　　　　　　　　  P97

道路　　　　　　　　  P96

3

2

1

2

1

6

5

4

3

2

1

1

1

2

1

7

6

5

4

3

2

1

1

2

3

4

5

6

1
感じる。
つなげる。
自然のWA!

分 野 施 策主軸

都市基盤

住宅

地域公共交通

情報ネットワーク

安全安心

行財政

自然環境

基本施策一覧

基本施策

輝く。
つながり合う。
ひとのWA!

輝く。
つながり合う。
ひとのWA!

分 野 施 策

分野名
主軸

分野の方針 施策名 施策の目的

子育て1

関係人口1 富良野を想う人とのつながりの創出と強化

移住・定住1 雇用と住環境を組み合わせた移住・定住の促進

スポーツ2 スポーツ活動の推進、スポーツ環境の整備

文化・芸術1 多様な文化・芸術に親しめる機会の充実、環境の整備

多文化共生3 相互の文化等を認め合う環境の構築

男女共同参画2 男女共同参画社会の推進

人権尊重1 人権への理解促進、普及啓発

障がい者福祉3 障がい者が安心して暮らせる共生社会の推進

高齢者福祉2 住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための支援の充実

社会福祉1 自分らしく暮らせる地域づくりの推進

地域医療2 地域医療体制の充実

健康1 ライフステージに応じた市民の健康づくりの推進

文化財保護3 文化伝承活動と社会教育施設整備の推進

生涯教育2 人々の暮らしの向上と人生100年時代を見据えた生涯学習の推進

家庭教育1 家庭・地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進

特別支援教育3 特別支援の多様化への対応と支援

高校教育2 市内高校の魅力づくりと生徒の確保

小中学校教育1 確かな学力の育成、教育環境の充実

切れ目のない子育て支援1

2

3

4

5

6

7

8

9

子どもが健やかに育ち、地域全体で子
育てをするまちの実現

心豊かでたくましい子どもたちを育む

まちの実現

創造性にあふれ、地域を愛する人材を

育むまちの実現

市民が国籍や性別などに関係なく、相

互の人権を尊重し合えるまちの実現

文化・スポーツ活動を楽しむまちの

実現

人口減少化における人口・人材を確
保するまちの実現

人口減少化における関係人口を創出す
るまちの実現

誰もが自分らしく暮らせるまちの実現

心身ともに健康に暮らせるまちの実現

子育て

学校教育

社会教育

健康・医療

福祉

共生

文化・スポーツ

移住・定住

関係人口

想う。
みがき合う。
まちのWA!



雇用・労働　　　 P94

ワイン　　　　　P93

観光　　　　　   P92

商工業　　　　   P91

林業　　　　　   P90

農業　　　　　   P89

関係人口　　　   P87

移住・定住　　　 P86

スポーツ　　　　P85

文化・芸術　　　 P84

多文化共生　　　P83

男女共同参画　　P82

人権尊重　　　　P81

障がい者福祉　　P80

高齢者福祉　　　P79

社会福祉　　　　P78

地域医療　　　　P77

健康　　　　　　P76

文化財保護　　　P75

生涯教育　　　　P74

家庭教育　　　　P73

特別支援教育　　P72

高校教育　　　　P71

小中学校教育　　P70

子育て　　　　　P69

1

5

4

3

2

1

1

1

2

1

3

2

1

3

2

1

2

1

3

2

1

3

2

1

11

1

2

2

3

4

5

6

7

8

9

輝く。
つながり合う。
ひとのWA!

創る。
まわす。

しごとのWA!

分 野 施 策主軸

子育て

学校教育

社会教育

健康・医療

福祉

共生

文化・スポーツ

移住・定住

関係人口

産業

雇用・労働

景観保全　　　　　　P118

ごみ減量・再資源化　  P117

地球温暖化・環境保全 P116

財政運営　　　　　　P114

行政運営　　　　　　P113

市民相談・消費生活     P112

防犯　　　　　　　　 P111

交通安全　　　　　　P110

地域コミュニティ　　  P109

防災・減災　　　　　  P108

消防・救急　　　　　  P107

情報ネットワーク　　  P106

地域公共交通　　　　P105

空家　　　　　　　　P104

住宅　　　　　　　　P103

地籍調査　　　　　　P102

中心市街地　　　　　P101

都市計画　　　　　　P100

上下水道　　　　　　  P99

公園　　　　　　　　  P98

河川　　　　　　　　  P97

道路　　　　　　　　  P96

3

2

1

2

1

6

5

4

3

2

1

1

1

2

1

7

6

5

4

3

2

1

1

2

3

4

5

6

1
感じる。
つなげる。
自然のWA!

分 野 施 策主軸

都市基盤

住宅

地域公共交通

情報ネットワーク

安全安心

行財政

自然環境

基本施策一覧

基本施策

輝く。
つながり合う。
ひとのWA!

輝く。
つながり合う。
ひとのWA!

分 野 施 策

分野名
主軸

分野の方針 施策名 施策の目的

子育て1

関係人口1 富良野を想う人とのつながりの創出と強化

移住・定住1 雇用と住環境を組み合わせた移住・定住の促進

スポーツ2 スポーツ活動の推進、スポーツ環境の整備

文化・芸術1 多様な文化・芸術に親しめる機会の充実、環境の整備

多文化共生3 相互の文化等を認め合う環境の構築

男女共同参画2 男女共同参画社会の推進

人権尊重1 人権への理解促進、普及啓発

障がい者福祉3 障がい者が安心して暮らせる共生社会の推進

高齢者福祉2 住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための支援の充実

社会福祉1 自分らしく暮らせる地域づくりの推進

地域医療2 地域医療体制の充実

健康1 ライフステージに応じた市民の健康づくりの推進

文化財保護3 文化伝承活動と社会教育施設整備の推進

生涯教育2 人々の暮らしの向上と人生100年時代を見据えた生涯学習の推進

家庭教育1 家庭・地域の教育力の向上、学校との連携・協働の推進

特別支援教育3 特別支援の多様化への対応と支援

高校教育2 市内高校の魅力づくりと生徒の確保

小中学校教育1 確かな学力の育成、教育環境の充実

切れ目のない子育て支援1

2

3

4

5

6

7

8

9

子どもが健やかに育ち、地域全体で子
育てをするまちの実現

心豊かでたくましい子どもたちを育む

まちの実現

創造性にあふれ、地域を愛する人材を

育むまちの実現

市民が国籍や性別などに関係なく、相

互の人権を尊重し合えるまちの実現

文化・スポーツ活動を楽しむまちの

実現

人口減少化における人口・人材を確
保するまちの実現

人口減少化における関係人口を創出す
るまちの実現

誰もが自分らしく暮らせるまちの実現

心身ともに健康に暮らせるまちの実現

子育て

学校教育

社会教育

健康・医療

福祉

共生

文化・スポーツ

移住・定住

関係人口

想う。
みがき合う。
まちのWA!







































基本施策

創る。
まわす。
しごとのWA!

創る。
まわす。

しごとのWA!

分 野 施 策

分野名
主軸

分野の方針 施策名 施策の目的

1 多様な地域資源の活用、チャレ
ンジする活力があるまちの実現

産業

2 安心して働けるまちの実現雇用・労働 雇用・労働1 多様な働き方と働く場の創出

ワイン5 ワイン事業の安定的な振興

観光4 オールシーズン滞在型の国際観光地の推進

商工業3 多様な業種による均衡のとれた商工業の推進

林業2 森林の適正な管理と保全

農業1 農業・農村の持続性の確保



基本施策

創る。
まわす。
しごとのWA!

創る。
まわす。

しごとのWA!

分 野 施 策

分野名
主軸

分野の方針 施策名 施策の目的

1 多様な地域資源の活用、チャレ
ンジする活力があるまちの実現

産業

2 安心して働けるまちの実現雇用・労働 雇用・労働1 多様な働き方と働く場の創出

ワイン5 ワイン事業の安定的な振興

観光4 オールシーズン滞在型の国際観光地の推進

商工業3 多様な業種による均衡のとれた商工業の推進

林業2 森林の適正な管理と保全

農業1 農業・農村の持続性の確保















基本施策

想う。
みがき合う。
まちのWA!

想う。
みがき合う。
まちのWA!

分 野 施 策

分野名
主軸

分野の方針 施策名 施策の目的

1
快適な都市空間を形成する
まちの実現

都市基盤

2
多様な世代・世帯が安心して住み続
けられるまちの実現

住宅

3
利便性の高い地域公共交通を形成す
るまちの実現

地域公共交通

4 デジタルを目的に応じて利活用でき
るまちの実現

情報ネットワーク

5
安心・安全で快適に暮らせる
まちの実現

安全安心

6
効率的で効果的な行財政力が発揮さ
れるまちの実現

行財政
財政運営2 健全な財政運営

行政運営1 効率的な行政運営

市民相談・消費生活6 市民相談・消費生活相談の充実

防犯5 防犯対策の充実

交通安全4 交通安全対策の充実

地域コミュニティ3 地域コミュニティの再構築と活性化

防災・減災2 防災対策の推進、防災意識の啓発と高揚

消防・救急1 消防力及び救急体制の強化

情報ネットワーク1 情報ネットワーク環境の充実と活用

地域公共交通1 総合的な地域公共交通体系の構築

空家2 空家対策の推進

住宅1 良好な居住環境の形成

地籍調査7 地籍調査の円滑な推進

中心市街地6 コンパクトシティの推進

都市計画5 富良野らしい良好な都市計画の形成

上下水道4 安全な上下水道の安定供給と持続性の確保

公園3 安全で快適な公園の充実

河川2 災害に強い河川の維持管理

道路1 安全で快適な道路空間の確保



基本施策

想う。
みがき合う。
まちのWA!

想う。
みがき合う。
まちのWA!

分 野 施 策

分野名
主軸

分野の方針 施策名 施策の目的

1
快適な都市空間を形成する
まちの実現

都市基盤

2
多様な世代・世帯が安心して住み続
けられるまちの実現

住宅

3
利便性の高い地域公共交通を形成す
るまちの実現

地域公共交通

4 デジタルを目的に応じて利活用でき
るまちの実現

情報ネットワーク

5
安心・安全で快適に暮らせる
まちの実現

安全安心

6
効率的で効果的な行財政力が発揮さ
れるまちの実現

行財政
財政運営2 健全な財政運営

行政運営1 効率的な行政運営

市民相談・消費生活6 市民相談・消費生活相談の充実

防犯5 防犯対策の充実

交通安全4 交通安全対策の充実

地域コミュニティ3 地域コミュニティの再構築と活性化

防災・減災2 防災対策の推進、防災意識の啓発と高揚

消防・救急1 消防力及び救急体制の強化

情報ネットワーク1 情報ネットワーク環境の充実と活用

地域公共交通1 総合的な地域公共交通体系の構築

空家2 空家対策の推進

住宅1 良好な居住環境の形成

地籍調査7 地籍調査の円滑な推進

中心市街地6 コンパクトシティの推進

都市計画5 富良野らしい良好な都市計画の形成

上下水道4 安全な上下水道の安定供給と持続性の確保

公園3 安全で快適な公園の充実

河川2 災害に強い河川の維持管理

道路1 安全で快適な道路空間の確保







































基本施策

感じる。
つなげる。
自然のWA!

感じる。
つなげる。
自然のWA!

分 野 施 策

分野名
主軸

分野の方針 施策名 施策の目的

1 人と自然、地球にやさしいまち
の実現

自然環境

景観保全3 富良野らしい良好な景観の形成

ごみ減量・再資源化2 ごみ減量化、リサイクル対策の継続的な推進

地球温暖化・環境保全1 地球温暖化対策の推進、環境負荷の少ない持続的な社会の構築



基本施策

感じる。
つなげる。
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基本施策に関連する SDGs

第６次富良野市総合計画の策定にあたり

　少子高齢化・人口減少、I C T（情報通信技術）の進歩は、私たちの想像を超えるスピー
ドで変化しています。
　平成から令和に変わり、新しい時代に向けて、人口増加を前提としたまちづくり
ではなく、既存資源を有効に活用しながら個性や魅力を磨き上げて、暮らしの質と
活力を高めるまちづくりへ転換することが必要となっています。
　社会情勢を的確に把握し、まちづくり戦略を長期的な視点で考える必要があり、
これからの１０年は、より良い形で未来の世代に引き継ぐための重要な期間となり
ます。

　第６次富良野市総合計画のまちづくりスローガンは…
　「『美しい』のその先へ。ＷＡ！がまち、ふらの」です。

　市民の価値観や課題が多様化する中で、地域の活力を維持・向上させ、次世代に
元気な、魅力ある「富良野」を引き継いでいくためには、市民と行政が共に考え、
アイディアを出し合い、共に創っていく、「共創」によるまちづくりを様々な主体と
取り組んでいく必要があります。
　また、デジタルの利活用は、市民の生活や環境の最適化を図り、持続可能な都市
を構築していくものでありますが、あくまでも個人に配慮した運営方針のもと、富
良野らしさを無くさないよう進めていかなくてはなりません。

　市民と行政が一緒になって、「健康で生きがいを感じ、幸せを実感できるまちづく
り」を推進していくためには、それぞれの個性や違いを理解し、同じ方向に向かっ
て進んでいくことが大切となります。

　健康で幸せな未来を創り出すために、始められることがあります。
　みんなで『美しい』のその先を見に行きましょう！

令和３年３月

富良野市長
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大曽根衛
Mamoru Osone

1976 年 4 月生まれ (現在 44 才 )
横浜出身

2003 年
2006 年
2010 年
2016 年
2017 年

株式会社ミスミ入社 マネジメント経験を積む
株式会社メディヴァに参画
株式会社アクリート・ワークス創業
(社）地域包括ケア研究所創業
株式会社テルメイクを創業/富良野へ移住

潜在的な力や思いを引き出す力に自信あり
FURANO DESIGN

1999 年株式会社キーエンス入社。コンサルテ
ィング営業にて全国営業ランキング 1 位 とな
った他、20 代は事業会社で様々な職種や事業
再生を経験。その後、医療機関向けの人材育
成・組織開発を行う会社を創業し、現在は医
療の枠を超え、企業や自治体向けにビジョン
共創やアップデート支援など未来づくりサー
ビスを展開。

中村靖教
Yasunori Nakamura

1985 年 8 月生まれ (現在 35 才 )
富良野出身

2006 年
2010年
2015 年
2019 年
2020年

株式会社日本 IBM入社 ( 社内表彰多数 )
レストラン四季の恵にて責任者に就く
フラノデザイン 創業
フラノデザイン（株）創業
まちのコト（株）創業、(同）PET創業

人を繋げて伝える力に自信あり
FURANO DESIGN

2006年にIBMへ入社後、社に表彰を多数獲得
するまで実績を積んでいたが、父の他界をき
っかけに富良野へ帰郷。その後、デザインの
力で富良野の未来を作りたいと考え「フラノ
デザイン」を創業。現在では富良野市や近郊
市町村の企業や自治体の依頼を多数抱え雇用
や人口減少対策を念頭に活動を展開していま
す。

村上達也
Tatsuya Murakami

1981 年 2 月 ( 現在 40才 )
大阪出身

2001 年
2005 年
2009 年
2013 年
2015 年

北海道へ旅に来て宗谷岬から徒歩で大阪へ
大阪の某プロダクションへ入社
取締役に就任
北海道へ移住 (江別市 )
富良野市へ移住

企画をデザインして伝える力に自信あり
FURANO DESIGN

20才の頃に北海道へ旅したことをきっかけに
「いつか必ず北海道へ帰る」と決意し。大阪
までの帰路でウェブデザイナーになることを
決断し独学でデザインとコーディング技術を
習得しプロダクションへ入社。その後4年間取
締役を務め北海道への移住を実現してワンド
ロップとして独立。現在は全国各地の案件を
麓郷で製作しています。
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